
授業科目

［担当教員名】

木佐木哲朗

比竪文化論

閾
2
一
麟
一
2

； 対象学科 i理学・作業・言語・栄養・スポ・社会
； 必修・選択 ！ 選択

i 時間数 ! 30 

【＜概要＞又は＜一般目標： GIO>】

多様な生活世界における文化の意味を、異なる民族社会を比較研究することで考察する。

［＜学習目標＞又はく行動目標： SBO>】

1、文化の担い手としての人間を考える。

2、人間の自然への適応を考える。

3、人間の超自然への対応を考える。

4、人間と人問の連帯を考える。

5、異なる価値観を認めるという態度を培う。

回

数 授業計画又は学習の主題

1人間の言語

2民族の概念

3文化の概念

4文化変容

5採集狩猟民の世界1

6採集狩猟民の世界2

7採集狩猟民の世界3

8牧畜民の世界1

9牧畜民の世界2

10牧畜民の世界3

11農耕民の世界1

12農耕民の世界2

13農耕民の世界3

14イスラム都市社会

15期末試験
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番号I学習方法・学習課題又は備考・担当教員
講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

【使用図書】 く書名＞

指定しない

＜著者名＞ ＜発行所＞ く発行年・価格•その他＞

教科書
（必ず購入する書籍）

参考書
講義の中で適宜紹介する

その他の資料
講義の中で適宜プリントを配布する

【評価方法】 1【履修上の留意点】

出席状況や授業態度を考慮し期末試験で評価する
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